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《トピックの検索》 
SST G1 のヘルプ機能です。 
 
１．[ヘルプ] メニューの [トピックの検索] をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《ドングル設定》 
SST から SST G1 へのバージョンアップやオプション追加の時に使用します。 
ドングルをさした状態で作業してください。 
 
１．SST G1 をダブルクリックして立ち上げます。 
２．[ヘルプ] メニューの [ドングル設定] をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヘルプメニュー～トピックの検索／ドングル設定 

２．キーワードを入力して検

索します。 

３．[ロッキングコード取得]
をクリックします。 



 

 

88 

 
 
４．[ロッキングコードファイルを作成しますか？]とメッセージが出るので、[はい]をクリックしま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヘルプメニュー～ドングル設定 

５．ドングル番号（SST ライ

センス証に記載された 4 桁の

ドングルシリアル No.）をファ

イル名として入力し、保存先

を指定してください。 

６．[保存]をクリックします。

７．コードが入っていること

を確認し、[閉じる]をクリック

します。 

８．保存先に loc ファイルがで

きます。このファイルを添付

して株式会社カンバス宛にメ

ールしてください。 
【メールアドレス】  
g1update@canvass-net.com

９．株式会社カンバスから.lic
ファイルを添付したメールが

送付されます。このファイル

をパソコン上に保存してくだ

さい。 

mailto:g1update@canvass-net.com�
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ヘルプメニュー～ドングル設定 

１０．P.87 を参考に、[ドング

ル設定]のダイアログボックス

を表示し、[ファイル読み込み]
をクリックします。 

１１．lic ファイルを選択し、

[開く]をクリックします。 

１２．コードが入っているこ

とを確認して、[ドングル書き

換え]をクリックします。 

１３．ドングルの書き換えが

完了しました。 

オプション追加の書き換え後

は、「バージョン情報」で内容

を確認してください。 
詳細は P.90 参照。 
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《バージョン情報》 
SST G1 のバージョン情報を確認することができます。 
 
１．[ヘルプ] メニューの [バージョン情報] をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヘルプメニュー～バージョン情報 

[有効なオプション]のリスト

で、SST G1 で使用できるオプ

ションの情報が表示されま

す。使用できる機能は、太字

で表示されます。 

[ライブラリのバージョン]で、

ライブラリファイルとそのバ

ージョンの一覧を表示しま

す。 
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《ビデオトロン／ラムダ》 

下記の手順に従って ビデオトロン/ラムダファイルをインポートすることができます。 

[ファイル]メニューの[新規]をクリックし、映像ファイルを開き、タイムコードの基本設定でタイム

コードを設定しておくか、映像ファイルを開かない場合は、タイムコードのフレームタイプを設定

しておいてください。 

.cap ファイルインポートで、ドロップ・ノンドロップを区別してインポートできます。 

ヘッダー部分がDF1+1 ＝ドロップ、DF0+1 ＝ノンドロップでインポートされます。 

 

１．[ファイル]メニューの[インポート]をクリックし、[ビデオトロン/ラムダ]をクリックします。 

２．[ビデオトロン/ラムダのインポート -詳細設定-]ダイアログボックスの[全般]タブより、[個別フ

ァイル]、もしくは[統合ファイル（.cap）]にチェックを入れてください。[個別ファイル]をチェ

ックした場合は、字幕テキストファイルのみかイベントファイルのみか、もしくはその両方な

のかもチェックしてください。 

３．インポートするトラックを選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※オプション ファイルメニュー～データファイルのインポート  



 

 

92 

 
 

[個別ファイル]をチェックした場合 

１．字幕テキストファイルまたはイベントファイルの該当するものにチェックし、ファイルを選択

します。 

２．[詳細設定]タブの[その他の設定]で、「アンダーバーをスペースに置き換える」かどうかを選択

します。 

３．[詳細設定]タブの[エンコードの種類]を選択します。 

 

 

[統合ファイル（.cap）]をチェックした場合 

１．[詳細設定]タブの[その他の設定]で、「アンダーバーをスペースに置き換える」かどうかを選択

します。 

２．[詳細設定]タブの[エンコード]を選択します。他言語（ユニコード）のビデオトロン/ラムダファ 
イルをインポートする時は、[エンコード] で[UTF8]か[UTF16]を選択します。 

３．[詳細設定]タブで、[読み飛ばす＠制御文字]のリストを作成します。 

４．[詳細設定]タブで、[外字コードの変換]のリストを作成します。 

５．[OK]をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

[詳細設定]でそれぞれ設定を

行います。 

[OK]をクリックします。 

※オプション ファイルメニュー～データファイルのインポート  
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《Win2020PAC》 

下記の手順に従って Win2020 ファイル (pac ファイル）をインポートすることができます。 

[ファイル]メニューの[新規]をクリックし、映像ファイルを開き、タイムコードの基本設定でタイム

コードを設定しておくか、映像ファイルを開かない場合は、タイムコードのフレームタイプを設定

しておいてください。 

１．[ファイル]メニューの[インポート]をクリックし、[WIN2020 PAC]をクリックします。 

WIN2020 PACのインポート -詳細設定-]ダイアログボックスの[全般]タブで、[インポートファイ

ル]を選択します。 

２．[全般]タブより[インポートするトラック]を選択します。 

３．[詳細設定]タブの[表示位置について]内で該当する項目を選択します。 

４．[詳細設定]タブの[文字の置換]内にて置き換える言葉のリストを作成します。 

５．[OK]をクリックします。 
 
 
《EBU》 

下記の手順に従って EBU ファイルをインポートすることができます。 

[ファイル]メニューの[新規]をクリックし、映像ファイルを開き、タイムコードの基本設定でタイム

コードを設定しておくか、映像ファイルを開かない場合は、タイムコードのフレームタイプを設定

しておいてください。 

１．[ファイル]メニューの[インポート]をクリックし、[EBU]をクリックします。 

２．[EBUのインポート -詳細設定-]ダイアログボックスの[全般]タブで、[インポートファイル]を選

択します。 

３．[全般]タブより[インポートするトラック]を選択します。 

４．[OK] をクリックします。 
 
 
《CAST》 

下記の手順に従って文字放送用字幕データ（.cast）をインポートすることができます。 

[ファイル]メニューの[新規]をクリックし、映像ファイルを開き、タイムコードの基本設定でタイム

コードを設定しておくか、映像ファイルを開かない場合は、タイムコードのフレームタイプを設定

しておいてください。 

１．[ファイル]メニューの[インポート]をクリックし、[CAST]をクリックします。 

２．[CASTのインポート -詳細設定-]ダイアログボックスの[全般]タブで、[インポートファイル]を
選択します。 

３．[全般]タブより、[インポートするトラック]を選択します。 

４．[OK] をクリックします。 

※オプション ファイルメニュー～データファイルのインポート  
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《ビデオトロン／ラムダ》 

下記の手順に従って ビデオトロン/ラムダファイル をエクスポートすることができます。 

１．[ファイル]メニューの[エクスポート]をクリックし、[ビデオトロン/ラムダ]を選択します。 

２．[ビデオトロン/ラムダのエクスポート -詳細設定-]ダイアログボックスの[全般]タブ内にある[出
力ファイル設定]にて、［個別ファイル］、もしくは［統合ファイル］を選択してください。［個別

ファイル］にチェックを入れた場合は、字幕テキストファイルのみかイベントファイルのみか、

もしくはその両方なのかもチェックしてください。また、[クロスリファレンスファイルを出力す

る]かどうかを選択してください。 

３．[全般]タブの、[範囲指定] からエクスポートする範囲を指定します。 

４．[詳細設定]タブより、[詳細設定]を作成します。 

５．[詳細設定]タブより、[エンコードの種類]を選択します。 

６．[OK]をクリックします。 
.cap ファイルは、ドロップ・ノンドロップを区別してエクスポートされます。 

  ヘッダー部分に DF1+1 ＝ドロップ、DF0+1 ＝ ノンドロップと表示されます。 
 
《Win2020(PAC)》 

下記の手順に従って Win2020 ファイル (pac ファイル）をエクスポートすることができます。 

１．[ファイル]メニューの[エクスポート]をクリックし、[WIN2020 PAC]をクリックします。 

２．[WIN2020 PACのエクスポート -詳細設定-]ダイアログボックスの[全般]タブ内の[出力ファイル

設定]より、出力する場所とファイル名を指定します。 

３．[全般]タブの[範囲指定] からエクスポートする範囲を指定します。 

４．[詳細設定]タブを選択し、[詳細設定]の各項目を入力します。 

５．[OK]をクリックします。 
 
 
《EBU》 

ヨーロッパの放送で使用されいるファイル形式（.stl）で、下記の手順に従って EBU ファイルをエ

クスポートすることができます。 

１．[ファイル]メニューの[エクスポート]をクリックし、[EBU]をクリックします。 

２．[EBUのエクスポート -詳細設定-]ダイアログボックスの[全般]タブ内の[出力ファイル設定]より、

出力する場所とファイル名を指定します。 

３．[全般]タブの[範囲指定] からエクスポートする範囲を指定します。 

４．[詳細設定]タブより、[コードページ番号]を選択します。 

５．[詳細設定]タブより、[キャラクタコードテーブル]を選択します。 

６．[詳細設定]タブより、[言語コード]を選択します。 

７．[OK]をクリックします。 

※オプション ファイルメニュー～データファイルのエクスポート  
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《DVD – Sonic Scenarist format》 

下記の手順に従って DVD – Sonic Scenarist ファイルをエクスポートすることができます。 

１．[ファイル]メニューの[エクスポート]をクリックし、[DVD – Sonic Scenarist format ]をクリッ

クします。 

２．[DVD – Sonicファイルのエクスポート -詳細設定-]ダイアログボックスの[全般]タブの[出力フ

ァイル設定]内で出力するファイルを指定します。 

３．[全般]タブの[範囲指定] からエクスポートする範囲を指定します。 

４．[フリッカーフィルターの設定]をします。 

５．「配色設定」タブの[配色設定]内を入力します。 

６．「配色設定」タブの[配色設定の保存/読み込み]内に名前を入力し、[保存]を押し、[配色設定]の
数値を保存します。リストから［配色設定］を選択することにより、簡単に[配色設定]の値を変更

することができます。 

７．[詳細設定]タブより、[イメージファイル設定]を指定します。 

８．[OK]をクリックします。 
 
 
《DVD - Panasonic format》 

下記の手順に従って DVD - Panasonic ファイルをエクスポートすることができます。 

１．ファイル]メニューの[エクスポート]をクリックし、[DVD - Panasonic format]をクリックしま

す。 

２．[DVD - Panasonicのエクスポート -詳細設定-]ダイアログボックスの[全般]タブの[出力ファ   

イル設定]内で出力するファイルを指定します。 

３．[全般]タブの[範囲指定] からエクスポートする範囲を指定します。 

４．[フリッカーフィルターの設定]をします。 

５．「配色設定」タブの[配色設定]内を入力します。 

６．「配色設定」タブの[配色設定の保存/読み込み]内に名前を入力し、[保存]を押し、[配色設定]の
数値を保存します。リストから［配色設定］を選択することにより、簡単に[配色設定]の値を変更

することができます。 

７．[詳細設定]タブより、[イメージファイル設定]を指定します。 

８．[詳細設定]タブの[Tiffファイルの出力設定]にて、出力するTiffファイルの種類を選択します。 

９．[OK]をクリックします。 
 
 
 
 
 

※オプション ファイルメニュー～データファイルのエクスポート  
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《Canopus EDIUS Pro 4.5》 

下記の手順に従って Canopus EDIUS Pro 4.5 ファイルをエクスポートすることができます。 

１．[ファイル] メニューの [エクスポート] をクリックし、[Canopus EDIUS Pro 4.5]をクリック

します。 

２．[Canopus EDIUS Pro用tiffのエクスポート -詳細設定-]ダイアログボックスの[全般]タブの[出
力ファイル設定]で出力するファイルを指定します。 

３．[全般]タブの[範囲指定] からエクスポートする範囲を指定します。 

４．[フリッカーフィルターの設定]をします。 

５．[詳細設定]タブより[対象画面設定]を選択します。 

６．［OK］をクリックします。 
 
 
《Canopus EDIUS Pro 5.01 V2.0》 

下記の手順に従って Canopus EDIUS Pro 5.01 V2.0ファイルをエクスポートすることができます。 

１．[ファイル] メニューの [エクスポート] をクリックし、[Canopus EDIUS Pro 5.01 V2.0]をクリ

ックします。 

２．[Canopus EDIUS Pro用tiffのエクスポート -詳細設定-]ダイアログボックスの[全般]タブの[出
力ファイル設定]で出力するファイルを指定します。 

３．[全般]タブの[範囲指定] からエクスポートする範囲を指定します。 

４．[フリッカーフィルターの設定]をします。 

５．[詳細設定]タブより[対象画面設定]を選択します。 

６．［OK］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※オプション ファイルメニュー～データファイルのエクスポート  
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《Blu -ray SONIC Scenarist format 》 ※ver.4.2／ver.4.3 共通 

下記の手順に従って Blu-ray SONIC Scenarist ファイルをエクスポートすることができます。 

１．[ファイル] メニューの [エクスポート] をクリックし、[Blu-ray SONIC Scenarist 
format(ver.4.2)または(ver.4.3)]をクリックします。 

２．[Blu-ray SONIC Scenarist format] ダイアログボックスの[全般]タブの[出力ファイル設定]にて

「テキストタイプ出力」、もしくは「グラフィックタイプ出力」を選択してください。 

３．[全般]タブの[範囲指定] からエクスポートする範囲を指定します。 

４．[フリッカーフィルターの設定]をします。 

５．[詳細設定]タブの[対象画面設定]を選択します。 

６．[詳細設定]タブの[フレームレート]を選択します。 

７．[詳細設定]タブの[Description]内の必要項目を選択、入力します。 

８．[詳細設定]タブの[コンテンツ]に映像の開始タイムコードと終了タイムコードを入力します。 

９．[詳細設定]タブの[その他]でリファレンステキストが必要であればチェックを入れます。 

１０．[グラフィック詳細設定]タブの[出力画像サイズ]でどちらかを選択します。 

１１．[グラフィック詳細設定]タブの[その他の設定]を入力します。 

１２．[テキスト詳細設定]タブの[エッジの設定]を選択します。 

１３．[テキスト詳細設定]タブの[ユーザースタイル]を設定します。 

１４．[OK]をクリックします。 
  
 
《Blu- ray Panasonic format》 

下記の手順に従って Blu-ray Panasonic ファイルをエクスポートすることができます。 

１．[ファイル] メニューの [エクスポート] をクリックし、[Blu-ray Panasonic format]をクリック

します。 

２．[Blu-ray Panasonic format ] ダイアログボックスの[全般]タブの[出力ファイル設定]で出力する

ファイルを指定します。 

３．[全般]タブの[範囲指定] からエクスポートする範囲を指定します。 

４．[フリッカーフィルターの設定]をします。 

５．[詳細設定]タブの[ビデオフォーマット]を選択し、[その他]を入力します。 

６．[OK]をクリックします。 
 
 
 
 
 
 

※オプション ファイルメニュー～データファイルのエクスポート  
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《DV2000 format》 

下記の手順に従って DV2000 ファイルをエクスポートすることができます。 

１．[ファイル] メニューの [エクスポート] をクリックし、[DV2000 format]をクリックします。 

２．[DV2000のエクスポート -詳細設定-]ダイアログボックスの[全般]タブの[出力ファイル設定]で
出力するファイルを指定します。 

３．[全般]タブの[範囲指定] からエクスポートする範囲を指定します。 

４．[フリッカーフィルターの設定]をします。 

５．[詳細設定]タブの[イメージファイル設定]内で「アンチエイリアスを使用する」かどうかを選択

します。 

６．[OK]をクリックします。 
 
 
《AAF》 

ノンリニア編集機の共通フォーマットで、SST G1 の場合、「Adobe Premiere Pro（2.0 以上）」と

「Final Cut Pro」に対応しています。下記の手順に従って AAF ファイルをエクスポートすること

ができます。 

１．[ファイル] メニューの [エクスポート] をクリックし、[AAF]をクリックします。 

２．[AAFのエクスポート -詳細設定-]ダイアログボックスの[全般]タブの[出力ファイル設定]で、出

力するファイル名を指定します。 

３．[全般]タブの[範囲指定] からエクスポートする範囲を指定します。 

４．[フリッカーフィルターの設定]をします。 

５．[詳細設定]タブの[対象画面設定]を選択し、[その他の設定]を入力します。 

６．[OK]をクリックします。 
 
《OMF》 

ノンリニア編集機 Avid に対応しているフォーマットです。下記の手順に従って OMF ファイルを

エクスポートすることができます。 

１．[ファイル] メニューの [エクスポート] をクリックし、[OMF]をクリックします。 

２．[OMFのエクスポート -詳細設定-]ダイアログボックスの[全般]タブの[出力ファイル設定]で、出

力するファイル名を指定します。 

３．[全般]タブの[範囲指定] からエクスポートする範囲を指定します。 

４．[フリッカーフィルターの設定]をします。 

５．[詳細設定]タブの[対象画面設定]を選択し、[対象画面設定]を選択します。ユーザー設定を選択

すると[幅]と[高さ]が入力できます。 

６．[OK]をクリックします。 

Avid DS Nitris には対応しておりませんのでご注意ください。 
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《CineCanvas DLP Cinema XML》※ver.1.1 

下記の手順に従って CineCanvas DLP Cinema XML ファイルをエクスポートすることができます。 

１．[ファイル] メニューの [エクスポート] をクリックし、[CineCanvas DLP Cinema XML]をク

リックします。 

２．[CineCanvas DLP Cinema XMLのエクスポート -詳細設定-]ダイアログボックスの[全般]タブ

内の[出力ファイル設定]より、出力する場所とファイル名を指定します。 

３．[全般]タブの[範囲指定] からエクスポートする範囲を指定します。 

４．[詳細設定]タブの[ヘッダー情報]を入力、指定します。 

５．[OK]をクリックします。 
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お問い合わせ 

 
E-mail：sst@canvass-net.com  
ＴＥＬ：０３－３５３７－０７８７ 




